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天龍山石窟北斉窟に関する一考察

12 

窟
の
概
要

天
龍
山
石
窟
は
、
市
街
か
ら

西
南
約
四
十
キ
ロ
に
位
置
す
る
。

標
高
約
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
天

龍
山
東
西
峰
の
岩
壁
に
、
合
計

二
十
四
の
窟
が
穿
た
れ
て
お
り
、

でそ
がの
番 内
号第
を一
有 か
す函ら
るよ第

大十
半 ー
のま

窟
が
南
面
で
北
壁
を
奥
壁
と
し
、

五 ほ
尊ぼ
を方
配形
す合

金時
／ア＝＝

プ11 -

h警

但翼

し
、
第
八
窟
は
中
心
に
柱
を
立

て
る
方
柱
窟
、
第
九
窟
は
二
層

式
で
、

上
層
に
大
仏
情
像
、
下

層
に
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
等

を
置
く
と
い
っ
た
、
他
と
は
大

き
く
異
な
る
構
造
も
見
ら
れ
る
。

天龍山石窟諸窟平面図

本
稿
で
取
り
上
げ
る
第
一
窟
、

第
十
窟
、
第
十
六
窟
の
最
も
顕

著
な
共
通
点
は
、
前
廊
を
設
け
、

門
口
の
外
側
に
木
造
建
築
を
模

る菌し
o~ た

こ軒
れ組

はろ
け
る

と
で
あ

図 1

陪
開
皇
四
年

見（
五

0 
h 八
·~号

寵銘
で を
、も

北 つ
魂第
時八
代窟
のに
石も

窟
寺
院
の
系
統
を
受
け
継
い
だ
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
一
窟
の
概
況

に
つ
い
て
、
破
壊
さ
れ
た
現
状
も
含

め
、
以
下
述
べ
て
い
き
た
い
。

第 1窟門

（
第
一
窟
）

第
一
窟
は
、
第
二
窟
・
第
三
窟
か

図2

ら
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
東
峰

よ
う
に
前
廊
を
設
け
、

そ
の
上
部
に
は
人
宇
束
を
巌
め
た
軒
組
を
つ
く
る
。

の
最
東
端
に
位
置
す
る
。
前
述
し
た

当
初
は
二
本
の
八
角
柱
を
立
て
て
い
た
よ
う
だ
が
、
今
は
と
も
に
失
わ
れ
て

柱
頭
に
蓮
華
を
配
す
る
。

い
る
。
窟
の
門
口
に
は
、
尖
棋
形
の
ア

I
チ
に
左
右
壁
柱
が
彫
り
出
さ
れ
、

は
こ
れ
も
欠
失
す
る
。

そ
の
上
に
鳳
風
を
の
せ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
現
在

四
方
を
囲
む
須
弥
壇
を
つ
く

内
部
は
一
辺
約
ゴ
一
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
で
、

（図
3）

り
、
そ
の
上
に
仏
像
を
配
す
る
。
東
西
北
壁
に
彫
ら
れ
た
禽
は
、

門
口
と
同

も
し
く
は
龍
を
の
せ
る
。

じ
く
尖
扶
形
の
ア

l
チ
を
刻
み
、
両
側
に
は
蓮
華
柱
頭
の
柱
、

そ
の
上
に
鳥
、

北
壁
の
寵
の
中
心
に
は
、
施
無
畏
・
与
願
印
の
仏
情
像
を
置
く
が
、

頭
と

両
腕
は
欠
失
、
表
面
も
風
化
に
よ
っ
て
不
鮮
明
で
あ
る
。
大
規
模
な
盗
掘
以

（注
3）

前
の
写
真
で
は
、
膝
下
が
全
て
土
砂
で
埋
ま
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
取
り
除

か
れ
、

足
下
に
獅
子
、
神
王
像
ら
し
き
姿
が
見
え
る
。

な
お
、
中
尊
が
坐
る

( 28) 
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台
座
の
両
側
に
、
直
径
二
十
セ

ン
チ
ほ
ど
の
穴
が
空
け
ら
れ
て

お
り
、

当
初
は
そ
こ
に
丸
彫
り

第 1窟平面図

の
弟
子
像
を
立
て
、
二
菩
薩
二

弟
子
を
配
す
る
五
尊
像
だ
っ
た

（
注
4）

と
の
報
告
が
あ
る
。

図 3

西
壁
の
議
内
に
は
、
左
右
に

菩
薩
立
像
、
中
央
に
施
無
畏

与
願
印
を
結
ぶ
仏
坐
像
を
配
す

第 1窟西壁中尊

る
。
中
尊
の
頭
と
両
手
は
、

や

は
り
失
わ
れ
て
い
る
が
、
北
壁

遺に
存比
し Jて

て れ
い菌ば
る主体

躯
全の
体 大
が 部
円分
筒 が

図4

形
に
近
く
、
肩
の
張
っ
た
肉
身

い
、
胸
前
で
内
衣
を
結
ぶ
帯
を
垂
下
さ
せ
る
。
中
尊
の
坐
す
蓮
華
座
は
、
膨
ら
み

の
上
に
、

や
や
厚
め
の
衣
を
纏

の
あ
る
蓮
弁
を
受
花
と
し
、
反
花
へ
と
続
く
中
台
は
、
中
央
で
く
び
れ
て
い
る
。

北
壁
同
様
、
中
尊
両
側
に
は
、
や
は
り
穴
が
空
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
東
壁
も
西
壁
と
ほ
ぼ
同
形
式
で
あ
る
が
、
中
尊
が
宣
字
形
台
座
に

坐
す
点
が
異
な
り
、
腹
か
ら
下
も
殆
ど
摩
滅
し
て
い
る
。

（
第
十
窟
）

第
十
窟
は
高
所
に
あ
り
、

通
常
梯
子
を
架
け
な
け
れ
ば
登
れ
な
い
場
所
に

通
路
用
の
穴
が
空
け

位
置
す
る
が
、
現
在
、
第
九
窟
と
境
に
な
る
東
壁
に
、

尊中壁東鹿

い

や

第

州

内川

河

氏

U図 第10窟平面図図5第10窟東壁中尊菩薩像頭部
（東京根津美術館）

図7

ら
れ
て
お
り
、

そ
こ
か
ら
中

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
門

外
に
は
第
一
窟
と
同
様
、
前

廊
、
及
び
軒
組
を
つ
く
り
、

両
側
に
八
角
の
柱
を
立
て
る

が
、
今
は
西
側
一
本
の
み
を

残
す
。ま

た
、
門
口
左
右
に
は
仁

王
像
を
配
す
る
が
、

西
側
は

表
面
を
削
り
取
ら
れ
、
原
形

を
全
く
留
め
て
い
な
い
。
東

側
の
像
は

上
半
身
を
中
心

に
、
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い

る。
窟
内
は
、
第
一
窟
と
ほ
ぼ

同
じ
大
き
さ
で
、

西
北
壁

禽
す
つめ
柔（は
主明り
〈ニ東

こ
の
窟
は
盗
掘
に
よ
る
被
害

の
み
な
ら
ず
、
風
化
に
よ
る

摩
滅
も
進
ん
で
い
る
た
め

保
存
状
態
が
頗
る
悪
い
。
北

壁
に
は
二
仏
並
坐
像
を
、
東

壁
に
は
交
脚
菩
薩
像
を
中
尊

と
し
た
五
尊
像
を
、

西
壁
に

( 29 ) 
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は
仏
坐
像
を
中
心
に
、

や
は
り
五
尊
像
を
配
す
る
。
い
ず
れ
も
細
部
の
造
形

（図
6
・7）

二
仏
並
坐
像
や
交
脚
菩
薩
像
は
、
天
龍
山
石
窟
中
、

は
不
鮮
明
で
あ
る
が
、

他
に
例
を
見
な
い
珍
し
い
図
像
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、

（注
5）

西
壁
中
尊
の
如
来
像
は
螺
髪
を
つ
け
て
お
り
、
第
一
窟
の
諸
像
と
は
異
な
る

点
が
注
目
さ
れ
る
。

第
一
窟
と
同
様
、

四
方
に
は
須
弥
壇
が
設
け
ら
れ
、

そ
の
前
面
に
、
東
西

壁
に
各
五
体
の
奏
楽
天
人
像
、

北
壁
に
は
二
体
の
獅
子
と
四
体
の
奏
楽
天
人

像
を
彫
出
す
る
。

な
お
、
南
壁
と
な
る
門
の
左
右
に
天
部
像
が
配
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。

（
第
十
六
窟
）

第
十
六
窟
も
、
拝
観
用
の
小
道
か
ら
、
約
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
所
に
位

置
す
る
。
第
一
窟
・
第
十
窟
と
同
様
、

門
の
外
に
は
軒
組
を
つ
く
り
、
柱
を

立
て
る
が
、
立
地
条
件
か
ら
か
、
第
一
窟
・
第
十
窟
よ
り
も
割
合
保
存
状
態

が
よ
い
。
門
口
左
右
に
は
、

か
つ
て
仁
王
像
が
あ
っ
た
が
、
今
は
剥
ぎ
取
ら

れ
て
形
跡
の
み
を
残
す
。

ま
た
、
前
廊
西
壁
に
は
嫡
首
の
碑
形
が
あ
り
、

そ

の
殆
ど
が
風
化
に
侵
さ
れ
て
い

きる
るも
との
い在の
う立
。数

文
字
は
判
読
で

内
部
の
仏
像
の
保
存
状
況
も
、

第四窟平面図

他
の
窟
に
比
べ
れ
ば
良
好
で
あ

る
。
大
き
さ
や
形
式
は
、
第

窟
・
第
十
窟
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、

図8

や
は
り
四
方
を
囲
む
須
弥
壇
を

第16窟西壁中尊台座

（図
8）

設
け
る
。

北
壁
の
寵
に
は
、
宣
字
形
台

座
に
右
足
を
上
に
し
た
如
来
像

が
結
醐
肢
坐
す
る
。
頭
と
両
腕

第16窟東壁中尊

は
欠
け
て
い
る
が
、
胸
か
ら
膝

の
辺
り
は
よ
く
残
っ
て
お
り
、

陰
刻
さ
れ
た
衣
文
線
も
鮮
明
で

あ
る
。
左
右
両
側
に
は

二
弟

図9

子
二
菩
薩
像
を
配
す
る
が
、

も
に
頭
部
は
剥
ぎ
取
ら
れ
て
い

る。
東
壁
の
寵
内
も
北
高
と
同
様
、

五
尊
形
式
で
あ
る
。
中
尊
の
右

手
は
、
指
先
が
欠
け
て
い
る
も

の
の
、
施
無
畏
印
を
結
ぶ
掌
が

残
っ
て
お
り
、

で
も
貴
重
な
遺
存天
部龍
分山
と石
い函窟
え旦中

る。

図10

西
壁
も
五
尊
形
式
で
、
中
尊

二
壁
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
蓮
華
座
は
第
一
窟
西
壁
の
も
の
と
類
似
し
て
い

が
蓮
華
座
に
坐
す
点
が
、
他
の

る
が
、
中
台
の
形
や
受
花
・
反
花
の
膨
ら
み
な
ど
、
細
か
い
部
分
に
形
の
相

（図叩）

違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
壁
が
薄
く
、
第
十
七
窟
と
の
境
に
は
、
穴
が
空
い

て
い
る
。

と
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第
十
六
窟
の
各
中
尊
は
、

み
な
右
肩
を
露
に
し
た
偏
祖
右
肩
で
、
体
躯
に

み
な
螺
髪
を
つ
け

（注
7）

る
こ
と
も
こ
の
窟
の
特
徴
で
、
造
像
形
式
は
第
一
窟
の
諸
像
と
随
分
異
な
る
。

密
着
し
た
薄
い
衣
を
纏
う
。

ま
た
、
中
尊
の
如
来
像
が
、

な
お
、

四
方
の
壁
は
、
後
世
の
彩
色
が
よ
く
残
っ
て
お
り
、
南
壁
に
は
仏

の
説
法
図
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。
下
方
に
供
養
者
を
配
す
る
こ
と

（注
8）

か
ら
礼
仏
図
と
し
、
原
作
を
北
斉
と
す
る
見
解
も
あ
る
た
め
、
非
常
に
興
味

深
い
。

天
井
に
は
八
葉
の
蓮
華
に
一
二
体
の
飛
天
を
浮
き
彫
り
す
る
が
、
現
在

は
失
わ
れ
て
い
る
。

造
営
年
代
の
諸
説

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
六
月
、

わ
が
国
の
建
築
学
者
、
関
野
貞
氏
が
天

（注
9）

石
窟
の
存
在
を
初
め
て
紹
介
す
る
と
、

龍
山
石
窟
の
現
地
調
査
を
お
こ
な
い
、

研
究
者
や
美
術
家
が
続
々
と
当
地
を
訪
れ
、
写
真
集
や
報
告
書
、
論
文
な
ど

（注目）

を
発
表
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
三
窟
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ

ど
多
く
の
考
察
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
窟
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
見
解
が
あ
る
か
、
次
に
整
理
し
て
み
た
い
。

（
第
一
窟
）

第
一
窟
の
発
見
は
、
関
野
貞
氏
で
は
な
く
、

そ
の
四
年
後
に
訪
れ
た
田
中

発
表
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
第
一
窟
の
造
営
年
代

（注日）

に
触
れ
る
こ
と
は
な
く
、
窟
の
概
況
を
報
告
す
る
の
み
に
と
ど
め
て
い
る
。

俊
逸
氏
に
よ
る
。
但
し
、

第
一
窟
の
造
営
年
代
に
つ
い
て
、

最
初
に
見
解
を
出
し
た
の
は
小
野
玄
妙

氏
で
あ
る
が
、

た
だ
「
東
峯
の
第
一
窟
及
び
第
八
窟
が
惰
時
代
の
作
で
あ
る
」

と
し
、

さ
ら
に
「
北
膏
時
代
惰
時
代
な
ど
と
強
て
時
代
別
を
立
つ
る
こ
と
は
、

大
に
考
へ
物
で
あ
っ
て
、
今
此
の
場
合
に
は
決
し
て
巌
密
な
意
味
の
時
代
匝

（注ロ）

と
、
積
極
的
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

分
を
属
す
べ
き
で
は
な
い
」

ま
た

オ
ズ
ヴ
ア
ル
ト
・
シ
レ
ン
も
、
第
一
窟
か
ら
第
三
窟
、
第
十
窟
、

第
十
六
窟
を
一
括
り
に
北
斉
と
す
る
が

（注日）

に
つ
い
て
は
や
は
り
述
べ
て
い
な
い
。

窟
の
前
後
関
係
や
具
体
的
な
年
代

シ
レ
ン
以
降
、
第
一
窟
は
北
斉
窟
と
し
て
ほ
ぼ
定
着
し
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
が
、
水
野
清
一
氏
は
小
野
玄
妙
氏
と
同
様
、
惰
説
を
唱
え
ら
れ
た
。

そ
の

根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
門
口
東
側
の
碑
文
中
に
開
皇
云
々
の
文
字
を
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
、

さ
ら
に
「
悌
像
は
一
般
の
惰
悌
に
一
致
し
、
第
八
洞
方
柱
の

（注日）

や
は
り
惰
代
の
造
建
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
様
式

諸
尊
に
も
ち
か
い
。

か
ら
も
判
断
を
下
し
て
い
る
。
だ
が
、

現
在
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字
は
摩
滅
し

て
お
り
、

全
く
判
読
す
る
こ
と
が
で
き
ず
確
か
め
る
術
は
無
い
。

な
お
、

の
碑
文
の
文
字
に
対
し
、
李
裕
群
氏
は

「
唯
常
法
門
開
昨
（
柴
？
）

口
口
口

山
恵
登
」

の
字
が
み
え
る
と
し
、

水
野
清
一
氏
が

（注目）

誤
読
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
開
皇
」

と

「
開
昨
」

水
野
清
一
氏
が
惰
と
し
た
の
に
対
し
、
シ
カ
ゴ
大
学
の
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ッ

ペ
ン
と
マ
リ
リ
ン
・
リ

l
は
、
北
斉
説
を
唱
え
る
。
中
で
も
、
第
一
窟
は
北

斉
窟
の
中
で
も
最
も
早
い
造
営
と
し
、

（注凶）

提
示
さ
れ
た
。
な
お
、
山
本
智
教
氏
も
同
様
、

（注口）

開
撃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

五
六

O
年
と
い
う
具
体
的
な
数
字
を

皇
建
年
間
（
五
六

O
）
頃
の

皇
建
年
間
よ
り
も
さ
ら
に
早
い
造
営
と
考
え
ら
れ
た
の
が
、
李
裕
群
氏
で

あ
る
。
李
裕
群
氏
は
、

『
嘉
靖
太
原
勝
志
』
や
『
太
原
志
・
太
原
府
』
等
の
地

誌
に
、

天
保
二
年
（
五
五
一
）
、

天
龍
山
に
仙
巌
寺
が
建
て
ら
れ
た
と
記
載
さ 、”

」ー
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れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
第
十
窟
、
第
十
六
窟
と
の
位
置
関
係
も
考
慮
し

な
が
ら
、
東
峰
の
第
一
窟
は
仙
巌
寺
と
関
係
、
上
限
を
東
貌
末
と
し
、
天
保

（
注
凶
）

二
年
頃
の
開
撃
と
述
べ
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
、

後
述
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

（
第
十
窟
）

第
十
窟
に
つ
い
て
は
、
概
況
で
述
べ
た
よ
う
に
、
窟
の
保
存
状
態
の
問
題

も
あ
り
、
造
営
年
代
に
関
す
る
言
及
は
、

そ
れ
ほ
ど
多
い
と
は
い
え
な
い
。

〈
注
悶
）

関
野
貞
氏
が
最
初
に
「
北
替
時
に
成
り
し
重
要
な
る
石
窟
」
と
述
べ
ら
れ
て

か
ら
、
北
斉
の
開
撃
と
認
識
ほ
さ
れ
て
き
た
が
、

さ
ら
に
具
体
的
な
年
代
を

小
野
玄
妙
氏
が
提
示
さ
れ
た
。

前
掲
『
嘉
靖
太
原
勝
志
』
、
及
び
『
太
原
志
・
太
原
府
』
の

は
、
天
保
二
年
に
仙
巌
寺
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
以
外
に
、
皇
建
年
問
、

「
寺
観
」
条
に

天
龍

寺
が
建
立
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
両
寺
が
天
龍
山
石
窟
の
造
営
に
大
き
く
関

係
す
る
と
指
摘
し
た
小
野
玄
妙
氏
は
、

仙
巌
寺
を
西
峰
に
あ
っ
た
と
し
、
第

九
窟
・
第
十
窟
・
第
十
六
窟
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
、

開
撃
年
代
は
天
保
二
年
と
し
て
い
る

（
但
し
、
第
十
六
窟
は
や
や
遅
れ
て
造

営
さ
れ
た
こ
と
も
指
摘
）
。

年
代
を
さ
ら
に
下
げ
る
考
え
方
も
出
て
く
る
。

一方、

常
盤
大
定
氏
は

「
今
窟
内
の
悌
菩
薩
・
羅
漢
等
の
像
を
見
る
に
、
其
形
式
第
二
窟
・
第
三
窟
の

者
と
、
多
少
性
質
を
異
に
し
、
寧
ろ
第
八
窟
の
者
に
近
き
に
よ
り
、
惰
時
の

（
注
却
）

開
撃
に
成
れ
る
者
と
判
定
す
る
方
、
寧
ろ
妥
首
な
る
べ
し
」
と
し
、
造
営
年

代
を
惰
と
し
た
。

小
野
玄
妙
氏
が
、
第
十
窟
を
天
保
二
年
建
立
の
仙
巌
寺
に
比
定
し
た
の
に

対
し
、
李
裕
群
氏
は
皇
建
年
間
創
建
の
天
龍
寺
を
第
十
六
窟
と
し
、
同
じ
様

（
注
引
）

式
を
見
せ
る
第
十
窟
も
同
年
代
の
開
撃
と
推
定
し
た
。
な
お
、
様
式
か
ら
検

討
し
た
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ッ
ペ
ン
、
マ
リ
リ
ン
・
リ
l
は、

（
注
幻
）

遅
れ
る
五
七

O
年
頃
と
判
断
し
て
い
る
。

そ
れ
よ
り
十
年

（
第
十
六
窟
）

第
十
六
窟
の
諸
像
は
、

天
龍
山
石
窟
全
体
の
中
で
も
比
較
的
保
存
状
態
が

よ
く
、

し
か
も
造
形
的
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
品
と
し
て
の
評
価

も
高
い
。
造
営
年
代
と
し
て
は
、

北
斉
の
中
で
も
中
期
か
ら
末
期
と
す
る
見

解
が
多
く
、
造
像
様
式
に
お
け
る
第
十
窟
と
の
共
通
点
も
注
目
さ
れ
る
。

（
注
お
）

こ
の
窟
に
つ
い
て
は
、
シ
レ
ン
は
北
斉
の
末
期
、
も
し
く
は
惰
と
し
、
常

（注
M）

盤
大
定
氏
に
し
て
も
第
十
窟
と
と
も
に
惰
と
し
て
い
る
。
螺
髪
や
衣
の
形
式

な
ど
か
ら
判
断
し
た
山
本
智
教
氏
も

「
m年
代
つ
ま
り
北
斉
末
期
」

と
し
、

「第
1
窟
第
2
窟
よ
り
も
お
そ
く
、
第
8
窟
の
惰
式
に
近
ず
い
て
い
る
」

（
注
お
）

ほ
ぽ
同
時
期
の
年
代
を
推
定
し
て
い
る
。

と

こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し
、
李
裕
群
氏
は
、
前
述
の
よ
う
に
第
十
六
窟
が
天

龍
寺
に
あ
た
る
と
し
、
皇
建
年
間

つ
ま
り
北
斉
で
も
盛
期
の
造
営
と
見
な

す
。
そ
し
て
、
寺
の
創
建
と
石
窟
は
全
く
イ
コ
ー
ル
と
は
い
え
な
い
が
、

窟
の
開
撃
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
主
張
、
第
十
窟
と
の
共
通
点
を

（
注
却
）

提
示
し
、
両
者
の
年
代
が
接
近
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
第
一
窟
・
第
十
窟
・
第
十
六
窟
造
営
年
代
の
主
な
見
解
に
つ
い
て

は
、
別
表
に
ま
と
め
た
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

様
式
に
つ
い
て

石

( 32) 
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（別表）

第 1窟・第10窟・第16窟造営年代の主な見解（諸家別）

研究者名 第 1窟 第10窟 第16窟 主な論文・書籍等

関野貞 北斉 北斉
「西遊雑信上」（『建築雑誌』 32巻384号、 1918年）。

「天龍山石窟」（『園華』 375号、 1921年）。

「天龍山石窟調査報告」（『悌教学雑誌』 3巻4号、 1922
田中俊逸 北斉 北斉 北斉 年）。「天龍山石窟探険思ひ出の記」上、下（『日本美術

協会報告』 23、24号、 1932年）。

北斉、天保
北斉、第10

小野玄妙 惰
2年（551)、

窟よりもや
「天龍山石窟諸像の製作年代」（『無擬光』 19巻4号、

第 9窟と同 1923年）。
時期

や後れる

Osvald Sir白 北斉 北斉 北斉末期 Chinese Scul1ヮture 斤omthf 9β2~~. to the four teenth centuη 
vol. I～IV, LONDON ( 

『支那イ弗教史蹟』第3集（｛弗教史蹟研究会編、 1926年。
常盤大定 北斉 惰 惰 関野貞との共著。後に復刻版として『支那文化史蹟』 8

巻、法蔵館、 1940年を発行）。

北斉、最も

山中定次郎 北斉
進歩した様

北斉盛時
「山西省天龍山悌蹟石窟踏査記」（『山中定次郎翁樽』故

式、第9窟 山中定次郎翁伝編纂会編、 1939年）。
と同時期

水野清一 惰 北斉 北斉
「天龍山石窟」（『山西古蹟志』京都大学人文科学研究所

研究報告、 1956年。日比野丈夫との共著）。

山本智教
北斉、 560 北斉、 560 北斉、 570

「天龍山石窟」（『密教文化』 55号、 1961年）。
年頃 年頃 年代

HARRY 
北斉、皇建 北斉、 570 北斉、 570

THE SCLUPTURE OF TIEN LUNG SHAN : 
VANDERSTAPPEN・ RECONSTRUCTION AND DATING”AR刀'BUSASIAE 
MARYLIN即UE

年間（560) 年代 年代
27-3 (1965). 

北野正男
北斉に着手、

北斉 北斉 「石窟寺院とその造像」（『六朝の美術』平凡社、 1976年）。惰に完成

「天竜山石窟」『井州文化』 9・10期 (1981年。閤万石
閤文儒 北斉 北斉 惰 との共著）。「第二章 中国石窟分布的地区」（『中国石窟

芸術総論』天津古籍出版社、 1987年）。

北斉、皇建
『中国美術全集彫塑編13 輩県・天竜山・響堂山・安

丁明夷 東貌 北斉
年間（560)

陽』（文物出版社、 1989年。陳明達との共編）。『中国石
窟彫塑全集6 北方六省』（重慶出版社、 2001年）。

「天竜山石窟分期研究」（『考古学報』 1992年 1期）。『天

李裕群
北斉、天保 北斉、皇建 北斉、皇建 竜山石窟』（科学出版社、 2003年。李鋼との共著）。「二
2年（551) 年間（560) 年間（560) 太原附近諸石窟」（『北朝晩期石窟寺研究』文物出版社、

2003年）。

惰、開皇年 『根津美術館列品図録 美術編』（根津美術館、改訂6
安田治樹 間 北斉 北斉 版1983年）。『仏教の彫刻中国根津美術館蔵シリーズ

(581～600) 17』（根津美術館、 1994年）。

北斉後半期、
「〔総説〕中国の石仏J（『中国の石仏 荘厳なる祈り』

藤岡穣 北斉 第16窟より 北斉
も遅れる

大阪市立美術館、 1995年）。

久野美樹 北斉 北斉
『中国の仏教美術 後漢代から元代まで』（東信堂、
1999年）。

岡田健 北斉 北斉 北斉
「南北朝後期仏教美術の諸相」（『世界美術全集 東洋編
3 三国・南北朝』小学館、 2000年）。

孫迫 北斉 北斉 北斉
『天竜山石窟流失海外石刻造像研究』（外文出版社、

2004年）。
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従
来
は
、
三
窟
諸
像
の
様
式
に
見
ら
れ
る
共
通
点
か
ら
、
第
一
窟
と
第
十

窟
、
も
し
く
は
第
十
窟
と
第
十
六
窟
を
組
み
合
わ
せ
、

そ
れ
ら
を
ほ
ぼ
同
年

代
と
す
る
考
え
方
に
大
方
絞
ら
れ
る
。
窟
全
体
は
、
三
窟
と
も
に
同
形
式
で
、

北
斉
と
い
う
時
代
の
枠
組
み
か
ら
大
き
く
は
み
出
る
こ
と
は
無
い
と
思
わ
れ

る
が
、
細
か
く
分
け
た
場
合
、
第
一
窟
と
第
十
六
窟
と
の
問
に
様
式
上
の
差

異
が
見
ら
れ
る
た
め
、

そ
れ
ら
が
造
営
年
代
に
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

三
窟
の
前
後
関
係
に
対
す
る
主
な
見
解
は
、

第
一
窟

第
十
窟
・
第
十
六
窟

第
一
窟
・
第
十
窟

第
十
六
窟

第
十
窟
・
第
十
六
窟

第
一
窟

と
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
第
一
窟
の
造

営
年
代
で
、
第
十
窟
・
第
十
六
窟
よ
り
も
先
行
す
る
か
遅
れ
る
か
が
、
大
き

な
鍵
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
一
窟
の
諸
像
、
特
に
如
来
像
は
、
低
く
平
ら
な
肉
暑
を
つ
け
、
螺
髪
を

（
注
幻
）

一
切
表
さ
な
い
素
髪
が
特
徴
で
あ
る
。
体
躯
は
比
較
的
肉
づ
き
が
よ
く
、
衣

は
や
や
厚
め
で
あ
る
が
、
東
親
、

乃
至
は
北
斉
初
頭
の
造
営
と
考
え
ら
れ
て

い
る
第
二
窟
、

第
三
窟
の
諸
像
と
比
べ
る
と
か
な
り
薄
く
、
禽
の
形
式
も
異

な
る
た
め
、
年
代
の
聞
き
を
感
じ
さ
せ
る
。

一
方
、
惰
開
皇
四
年
の
紀
年
銘
を
も
っ
第
八
窟
と
比
較
す
る
と
、
螺
髪
の

無
い
低
い
肉
警
や
ず
ん
ぐ
り
し
た
体
躯
、
衣
の
表
現
な
ど
に
共
通
点
が
見
受

け
ら
れ
、

目
尻
が
吊
り
上
が
っ
た
切
れ
長
の
目
も
、
第
八
窟
東
壁
南
側
の
菩

薩
像
頭
部
（
現
在
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
、
第
一
窟
と
類
似
す
る
様
式
は
、

天
龍
山
石
窟
か
ら
ほ
ど
近

（
注
お
）

い
、
龍
山
の
姑
姑
洞
石
窟
や
豚
費
山
瓦
窯
村
石
窟
の
諸
像
に
も
見
ら
れ
る
。

両
石
窟
の
開
撃
も
北
斉
と
考

第16窟東壁中尊如来像頭部
（東京根津美術館）

え
ら
れ
、
特
に
姑
姑
洞
石
窟

の
下
窟
は
、

天
龍
山
石
窟
の

第
八
窟
と
同
様
の
方
柱
窟
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
接

図11

近
し
た
地
理
条
件
を
踏
ま
え

る
と
、
惰
に
近
い
北
斉
末
期

に
聞
か
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
姑
姑
洞
石
窟
下
窟
諸
像
と
の
共

通
点
を
考
え
る
と
、
第
一
窟
は
北
斉
初
期
、
中
期
と
す
る
よ
り
も
、

む
し
ろ

末
期
か
ら
惰
に
か
け
て
の
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

第
十
窟
の
西
壁
像
、
第
十
六
窟
各
壁
の
中
尊
は
、
腰
の
く
び
れ
た
体
躯
に
、

貼
り
付
く
よ
う
な
偏
祖
右
肩
の
薄
い
衣
を
纏
い
、
境
界
線
の
無
い
な
だ
ら
か

な
肉
暑
、
螺
髪
を
つ
け
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
第
十
六
窟
の
中
尊

の
よ
う
な
、
丸
々
と
し
た
張
り
の
あ
る
顔
に
や
や
見
開
い
た
目
、
幅
広
く
厚

（
図
日
）

み
の
あ
る
唇
は
、
第
一
窟
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
、
し
か
も
太
原
附
近
に

あ
る
北
斉
期
の
石
窟
諸
像
と
も
一
線
を
画
す
る
も
の
と
見
な
す
べ
き
だ
と
思

わ
れ
る
。
第
十
窟
・
第
十
六
窟
に
つ
い
て
は
、
外
来
様
式
の
受
容
を
指
摘
す

（
注
羽
）

る
意
見
が
あ
り
、
ま
た
、
北
斉
の
鄭
都
附
近
で
は
、
南
朝
の
梁
を
介
し
て
、

（
注
鈎
）

グ
プ
タ
様
式
を
取
り
入
れ
て
い
た
と
の
見
解
も
あ
る
た
め
、
別
都
晋
陽
に
ほ

ど
近
い
、

天
龍
山
石
窟
の
こ
れ
ら
二
窟
に
表
れ
る
様
式
も
、
少
な
か
ら
ず
そ

の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

北
斉
の
要
素
を
随
所
に
見
せ
る

と
は
い
え
、
独
特
の
造
像
様
式
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
窟
の
造
営
と
は
異

な
る
影
響
を
受
け
た
制
作
者
が
携
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
第
十
窟
諸

像
は
第
一
窟
諸
像
と
の
共
通
点
も
か
な
り
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
一
窟
、
第
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十
六
窟
の
中
間
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四

造
営
年
代

北
貌
末
期
、
高
歓
が
爾
朱
氏
を
打
ち
、
晋
陽
（
山
西
省
太
原
の
西
南
）

さ
ら
に
都
を
郭
（
河
北
省
臨
湾
県
）

へ
選
し
、
孝
静
帝

大
丞
相
府
を
置
く
。

を
擁
立
、
北
親
は
東
西
に
分
裂
し
東
貌
が
建
国
さ
れ
た
。
高
歓
が
没
す
る
と
、

そ
の
長
子
高
澄
が
実
権
を
握
る
が

梁
の
降
人
蘭
京
に
殺
さ
れ
る
と
弟
の
高

洋
が
そ
の
後
を
次
ぎ
、
混
乱
し
た
政
権
を
立
て
直
す
。

や
が
て
孝
静
帝
を
廃

し
た
高
洋
は
自
ら
を
文
宣
帝
と
し
、
北
斉
の
第
一
皇
帝
の
位
に
つ
い
た
。

暴
君
と
し
て
も
知
ら
れ
る
文
宣
帝
で
あ
っ
た
が
、
幼
い
頃
か
ら
仏
教
へ
の

恭
敬
が
篤
く
、

都
都
か
ら
数
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
龍
山
に
、
雲
門
寺
を

建
立
し
僧
桐
を
住
せ
し
め
た
り
、
鼓
山
石
窟
寺
（
響
堂
山
石
窟
）

を
開
く
な

ど
、
仏
教
推
進
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
雲
門
寺
の
建
立
は
、
文
宣
帝
即
位
後

の
三
年
、

天
保
三
年
（
五
五
二
）

の
建
立
で
、
鼓
山
石
窟
寺
も
ま
た
、

そ
れ

そ
の
他
、
若
き
文
宣
帝
は
沙
門
を
招
き
、

（
注
況
）

各
地
に
多
く
の
仏
教
寺
院
を
建
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

に
近
い
頃
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

小
野
玄
妙
氏
や
李
裕
群
氏
等
が
着
目
さ
れ
た
天
龍
山
の
仙
巌

寺
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
嘉
靖
太
原
勝
志
』
巻

「
仙
巌
寺
、

「
寺
観
」
条
が
、

（
注
幻
）

在
賂
西
南
三
十
里
葦
谷
山
。
北
杏
天
保
二
年
建
矯
避
暑
宮
賜
名
。
」
、
『
太
原
志
・

（
注
お
）

太
原
府
』
「
寺
観
」
条
に
も
「
仙
巌
寺
、
在
賂
西
南
三
十
里
、
北
膏
避
暑
之
宮
。
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
、

天
保
一
一
年
に
建
て
ら
れ
た
文
宣
帝

の
避
暑
宮
が
、
す
な
わ
ち
仙
巌
寺
と
見
な
さ
れ
、

し
か
も
天
龍
山
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

同
じ
く
天
龍
山
に
あ
っ
た
と
い
う
天
龍
寺
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
前
掲

『
嘉
靖
太
原
鯨
志
』
巻
一

「
寺
観
」
条
に
、

「
天
龍
寺
、
在
賂
西
南
三
十
里
、

王
索
西
都
、
北
膏
皇
建
元
年
、
建
内
有
石
室
二
十
四
禽
石
悌
四
尊
、
及
惰
開

（
注
制
）

皇
間
碑
刻
石
室
銘
。
寺
東
一
里
齢
、
撃
壁
震
池
、
有
天
龍
廟
」
と
い
う
記
事

が
あ
り
、

ま
た
同
じ
く
前
掲
『
太
原
志
・
太
原
府
』
「
寺
観
」
条
に
「
天
龍
寺
、

（注目
ω）

在
本
牒
西
南
三
十
里
、
北
膏
置
、
有
皇
建
中
井
州
定
園
寺
僧
造
石
窟
。
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、

皇
建
年
間
に
創
建
さ
れ
た
、

す
な
わ
ち
天
龍
山
石
窟
と
い
わ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
史
料
か
ら
、

天
龍
山
で
は
天
保
一
一
年
に
仙
巌
寺
が
、
自
主
建

年
間
に
天
龍
寺
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
李
裕

群
氏
は
仙
巌
寺
を
東
峰
の
第
一
窟
に
、

天
龍
寺
を
西
峰
に
あ
る
第
十
六
窟
に

あ
た
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
だ
が
、
第
一
窟
の
様
式
を
考
え
る
と
、

天
保
二
年

の
開
撃
は
柳
か
早
す
ぎ
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
推
測
で
は
あ
る
が
、

む
し

う ろ
が仙
適 巌

当寺
では
は
な東
い 貌
だの
ろ開
う在撃
か担と

考
天え
保ら
これ
年 る
は第
東二
親窟
末・
年第
か三
ら窟
わに
ずあ
か て
三 る
年ほ

し
か
経
っ
て
お
ら
ず
、

北
斉
初
期
の
様
式
と
し
て
も
決
し
て
不
自
然
で
は
な

か
ろ
う
。

天
保
年
問
、
仏
教
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
た
文
宣
帝
が
避
暑
宮
と

し
て
仙
巌
寺
を
創
建
し
、

天
龍
山
石
窟
の
第
一
期
造
営
と
さ
れ
る
第
二
窟
・

第
三
窟
を
開
撃
し
た
と
考
え
た
い
。

一
方
、

天
龍
寺
は
ど
こ
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
か
。
現
在
、
東

峰
と
西
峰
の
間
に
、
白
龍
洞
と
呼
ば
れ
る
湧
水
池
が
あ
る
が
、

そ
の
附
近
を

『
嘉
靖
太
原
燃
志
』
に
い
う
「
池
」
、

「
天
龍
廟
」

と
し
た
場
合
、

天
龍
寺
は
西

峰
に
な
け
れ
ば
「
寺
東
一
里
総
」

と
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
李
裕
群
が
指

（
注
幻
）

摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
位
置
的
に
も
第
十
六
窟
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
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第
十
六
窟
が
皇
建
年
問
、
第

A

窟
は
惰
に
近
い
北
斉
末
期
、

以
上
、

そ
し

て
、
第
十
窟
は
、
第
十
六
窟
す
ぐ
に
続
く
造
営
、

つ
ま
り
第
十
六
窟
↓
第
十

窟
↓
第
一
窟
と
い
う
仮
説
を
提
示
し
て
み
た
。

わ
ず
か
二
十
年
に
も
満
た
な

い
期
間
で
あ
る
た
め
、

三
窟
造
営
の
前
後
は
実
に
緊
密
し
て
お
り
、
年
代
を

判
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
が
、
第
一
窟
・
第
十
窟
・
第

十
六
窟
は
、

天
龍
山
石
窟
の
本
格
的
な
始
ま
り
に
あ
た
る
、
注
目
す
べ
き
窟

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

や
は
り
見
な
お
す
べ
き
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。

な
お
、

近
年
中
国
で
は
、

ソ
グ
ド
人
と
の
交
流
を
示
す
大
き
な
発
見
が
相

次
、
ぎ
、
太
原
か
ら
も
貴
重
な
資
料
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
辺
り
で
、
当

（
注
総
）

時
多
様
な
文
化
が
摂
取
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

外
来
様
式
を
色
濃
く
見
せ
る
第
十
六
窟
も
ま
た
、

恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
文
化

交
流
を
背
景
に
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
重
要
窟
と
し
て
改
め
て
認
識
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
と
め

メ入
I 

回

天
龍
山
以
外
の
地
区
に
あ
る
北
斉
、
惰
代
開
撃
の
石
窟
と
、
充
分

な
比
較
検
討
が
で
き
な
か
っ
た
。
近
年
、

山
西
省
、

河
南
省
、

河
北
省
等
に

点
在
す
る
小
規
模
な
石
窟
が
注
目
さ
れ
、
六
世
紀
半
ば
か
ら
七
世
紀
初
頭
に

か
け
て
の
造
像
様
式
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、

天
龍
山
石
窟
の
諸
像
と
比
較
検
討
を
す
る
に
は
、

地
域
性
も
念
頭
に
置
い
た

上
で
、

さ
ら
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
考
察
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
慎
重
に
吟
味
し
た
い
と
思
う
。

注

1 

李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
（
科
学
出
版
社
、

二
O
O
三
年
）
で
は
、
各
窟

の
詳
細
な
分
類
を
試
み
て
い
る
。

2 

唐
の
開
撃
で
は
あ
る
が
、
第
六
窟
の
門
口
上
に
も
小
規
模
な
軒
組
が
造
ら
れ
て

い
る

3 

外
村
太
治
郎
・
平
田
健
『
天
龍
山
石
窟
』
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
一
一
一
年
、
第
一
二
図
。

4 

（
前
掲
）
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
。

5 

（
前
掲
）
外
村
太
治
郎
・
平
田
鏡
『
天
龍
山
石
窟
』
、
第
四
十
九
図
。

6 

田
村
節
子
「
天
竜
山
石
窟
第
十
六
窟
・
第
十
七
窟
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
芸
術
』

一
四
五
号
、

一
九
八
二
年
）
。

7 

（
前
掲
）
外
村
太
治
郎
・
平
田
鏡
『
天
龍
山
石
窟
』
、
第
三
図
i
第
五
図
、
第
六

十
二
図
1
第
六
十
四
図
。

8 

（
前
掲
）
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
。

9 

関
野
貞
「
西
遊
雑
信

上
」
（
『
建
築
雑
誌
』
三
八
四
号
、

一
九
一
八
年
）
。
後
に

『
支
那
の
建
築
と
芸
術
』
（
岩
波
書
店
、

一
九
三
八
年
）
に
所
収
。

ハH
V

1
1
 

天
龍
山
石
窟
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
龍
山
石
窟
の
研
究
｜
研
究
史

と
問
題
点
」
（
『
愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀
要
』
三
四
巻
、
二

O
O五
年
）
を
参
照
。

11 

田
中
俊
逸
「
天
龍
山
石
窟
調
査
報
告
」
（
『
悌
教
学
雑
誌
』
三
巻
四
号
、

九

年）。

田
中
氏
は
、
後
に
「
天
龍
山
石
窟
思
ひ
出
の
記
」
上
（
『
日
本
美
術
協
会
報

止口』一一一一一口守、

一
九
三
二
年
）
で
、
第
一
窟
を
北
斉
の
造
営
と
し
て
い
る
。

12 

小
野
玄
妙
「
天
龍
山
石
窟
諸
像
の
製
作
年
代
」

（
『
無
擬
光
』

一
九
巻
四
号
、

一
九
二
三
年
）
。

q

念。
4
E
E
A
 

0
2目
E
巴
g
p
内』ぜ宮
g
n
句

nHAYH足立
w

円

czuoz・－。凶日・

14 

「
天
龍
山
石
窟
」
（
『
山
西
古
蹟
志
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研

水
野
清
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究
報
告
、

一
九
五
六
年
）
。

15 

李
裕
群
「
天
龍
山
石
窟
調
査
報
告
」
（
『
文
物
』

一
九
九
一
年
第
一
期
）
。

ρ
n
u
 

－－EA
 

z
m
R
U『
〈
自
号
室
町
壱
旬
。
ロ
自
色

Y
E弓－
5
0
列

E
o
－－司｝
M
o
p
z－
宮
己
目
。
同
ヨ

g
Eロ∞

回｝岡山口同一一問。。。口町時
H
Z
2
5ロ
ωロ
己
ロ
包
E
m

〉同
J

口
回
口
∞
〉
巴
〉
開
w

J

～。－－
u
ハ
凶
〈
口
戸

－。。日・

17 

一
九
六
一
年
）

山
本
智
教
「
天
龍
山
石
窟
」
（
『
密
教
文
化
』
五
五
号
、

18 

仙
巌
寺
が
東
峰
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る
説
は
、
早
く
に
小
野
玄
妙
氏
が
説
か
れ

て
い
る
が

（
「
天
龍
山
石
窟
造
像
孜
」
『
悌
教
学
雑
誌
』
巻
一
二
第
五
号
、

九

年）、

そ
れ
は
第
一
窟
で
は
な
く
、
第
二
窟
・
第
三
窟
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
但
し
、
後
に
仙
巌
寺
は
西
峰
に
あ
っ
た
と
訂
正
さ
れ
た

前
掲
「
天
龍
山

石
窟
の
製
作
年
代
」
）
。

19 

（
前
掲
）
関
野
貞
「
西
遊
雑
信
上
」
。

20 

常
盤
大
定
・
関
野
貞
『
支
那
悌
教
史
蹟
』
第
三
集
（
評
解
）
、
悌
教
史
蹟
研
究
曾
、

一
九
二
六
年
。

21 

（
前
掲
）
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』

22 

（
前
掲
）

E
S
E
E
S
S
3
8
8仏

y
p
q－5
0
5
5
J
F
O
∞
g苦
言
。
。
同

J
2
8
F
S駒
田
町
宮
戸
0
8
5
5
2
8
8巳

g
g
m

23 

（
前
掲
）

C
雪
ω
E
巴
B
P

♀
ミ
E内
hnNh安
定
再

24 

（
前
掲
）
常
盤
大
定
・
関
野
貞
『
支
那
悌
教
史
蹟
』
第
三
集
（
評
解
）

25 

（
前
掲
）
山
本
智
教
「
天
龍
山
石
窟
」

26 

（
前
掲
）
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
。

27 

（
前
掲
）
外
村
太
治
郎
・
平
田
鏡
『
天
龍
山
石
窟
』

28 

（
前
掲
）
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
。
李
裕
群
氏
は
瓦
窯
村
石
窟
の
東
窟
、

中
窟
、

西
窟
↓
天
龍
山
石
窟
第
一
窟
、
第
十
窟
、
第
十
六
窟
↓
姑
姑
洞
石
窟
の
下

窟
、
中
窟
、

上
窟
と
し
、

そ
の
年
代
を
東
規
武
定
中
（
武
定
四
年
・
五
四
六
）

ら
北
斉
末
（
隆
化
元
年
・
五
七
六
）
と
し
て
い
る
。

29 

松
原
三
郎
「
惰
造
像
様
式
成
立
考
ー
と
く
に
北
周
廃
仏
と
関
連
し
て
！
」

美

術
研
究
』

二
八
八
号
、

一
九
七
一
二
年
）
。

30 

岡
田
健

「
北
斉
様
式
の
成
立
と
そ
の
特
質
」

（
『
仏
教
芸
術
』

一
五
九
号
、

一
九
八
五
年
）
。

31 

諏
訪
義
純
「
北
斉
文
宣
帝
と
そ
の
仏
教
信
仰
l
北
斉
仏
教
の
一
考
察
（
一
）
」

（
『
大
谷
皐
報
』

一
ム
ハ
ム
ハ
ロ
可
、

一
九
六
六
年
）
。

:32 

『
天
一
関
蔵
明
代
方
志
選
刊
』
八

（
上
海
古
籍
書
店
、

一
九
八
一
年
）
。

33 

『
永
楽
大
典
』
巻
五
一
九
九
五
二

O
五
、
第
三
四
冊
（
世
界
書
局
、
台
北
、

一
九
六
二
年
）
。

34 

前
掲
）
『
天
一
閣
蔵
明
代
方
志
選
刊
』
八
。

35 

（
前
掲
）
『
永
楽
大
典
』
巻
五
一
九
九
i
五
二

O
五
、
第
三
四
冊
。
な
お
、
同
書

「
宮
室
」
条
に
は

「
避
暑
宮
、
在
本
牒
西
南
三
十
里
天
龍
寺
東
吐
、
有
重
岡
敬
臥
。

昔
北
膏
高
帝
及
東
親
文
宣
帝
避
暑
離
宮
。
」
と
見
え
る
。

36 

但
し
、
高
歓
が
晋
陽
で
実
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
永
田
一
三
年
（
五
三
五
）

か
ら
武

定
五
年

（
五
四
七
）
、

天
龍
山
で
は
避
暑
宮
が
造
営
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（
「
大
漢
英
武
皇
帝
新
建
天
龍
寺
千
仏
楼
碑
」
）
。

そ
れ
を
、
第
一
一
窟
・
第
三
窟
に
あ

て
る
説
も
あ
る
た
め

さ
ら
に
吟
味
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

37 

（
前
掲
）
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
。
『
中
国
美
術
全
集

彫
塑
編
三
一
一

輩
県
・
天
龍
山
・
響
堂
山
・
安
陽
』
（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
九
年
）

は
、
第

十
六
窟
門
口
外
に
あ
る
碑
文
上
に
「
皇
建
」

の
文
字
が
あ
っ
た
と
記
す
。

38 

一
九
九
九
年
、
太
原
の
晋
嗣
近
く
で
虞
弘
墓
が
発
掘
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
発
見
さ

れ
た
石
榔
の
画
像
は
、

明
ら
か
に
ソ
グ
ド
系
で
あ
っ
た
と
い
う
（
曽
布
川
寛
「
漢 七、

( 37) 



天龍山石窟北斉窟に関する一考察

唐
期
の
東
西
南
北
の
文
化
交
流
」
、

展
覧
会
図
録
『
中
園
女
美
の
十
字
路
展
』
森

美
術
館
・

M
I
H
O

M
U
S
E
U
M
－
九
州
国
立
博
物
館
・
東
北
歴
史
博
物
館
、

三

O
O五
1
0
六
年
）
。

（
付
記
）挿

図
と
し
て
掲
載
し
た
図
2
、
図
6
は
、
本
学
美
術
学
部
佐
藤
勲
教
授
、
図
7
、

図
日
は
根
津
美
術
館
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、

図
1
、
図
3
、
図
5
、
図
8
は
筆
者
が
作

成
（
参
考
・
李
裕
群
・
李
鋼
『
天
龍
山
石
窟
』
）
、

図
4
、
図
9
、
図
刊
は
筆
者
が

撮
影
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
。
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